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極子の短距離相関の重要性を指摘した｡ (U, Th) pd3についても明瞭な量子臨界性は伝導電子の性質とし
ては見られないことを示した｡さらに相転移において､転移温度程度のわずかなエネルギー(1meV以下)
だけフェルミ面を構成するバンドがシフトすることを見出した｡この原因として伝導電子と局在f電子間
の混成効果の考察も加え､四極子間相互作用への伝導電子の役割に関する情報を提供した｡
以上の結果は､これまで実験的情報が不足していた四極子秩序物質での重い電子状態や量子臨界現象に
関わる伝導電子状態の議論を促すと言える｡また四極子秩序系物質に限らず､ LuNi2B2Cにおける超伝導
ギャップの異方性や磁束格子配列を観測し､低磁場でも可能な高精度のド･ハースーファン･アルフェン
測定の重要性を認識させる｡これらの成果に基づき､一色俊之は自立して研究活動を行うに必要な高度の
研究能力と学識を有すると判断する｡したがって､一色俊之提出の論文は､博士(理学)の学位論文とし
て合格と認める｡
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